






























磁性塩はCMNLCerium Magnesium Nitrate)である｡ CMN を用いる理由の一つ

















Galpoint)は熱伝導度 と磁化の測定で観測 されただけである｡ (それ以前に比熱 と
超音波吸収の測定が行なわれているが,まだPCPの存在が知 られていなかったの
でPCP近傍に特別な注意は払われなかった. ) 目下 LaJolla で詳 しい実験が
進行中である｡図に示した三つの酋相 をA相,B相iN相 と呼ぶ.A≒NとB≒Nは二
次相転移である｡､(潜熱なし｡比熱がとぶ｡ )一方A≒Bは一次相転移である｡ (A相




一方 TABLA≒Bの転移温度 )の磁場依存性 と･TAB でのⅩのとびを削 ､て,
Clapeyron-Clausiu畠の関係



















もう一つ注 目すべきことは･ TANの傾きがT跡 の傾きより大きいことであるo
L芸 ,AN- 1･4漂 )BN t4･5,
ただ し実験データはPCPから0.5気圧ほど離れた所まで得 られているだけである｡
【412図はPCP付近の拡大図である｡･実験点を×





に達 し･更にTABを横切る｡ この粗 過冷がおこり･
温度 TlしくTAB)でB相に移るoこれを熱するとTAB
4-2図



















なる｡ 過熱が起きにくいのも,液体がすでにA相 を知っているからである. と言えよう｡
ではこの記憶 とは何か.多分,A相の中にB相の細かい泡が残っている状態が,B相を
覚えているA相, ということになるのではないか｡ヰ､しこの模型が正 しければ,過冷 t



























～ 1.9し高圧 ) - 1.6t低圧 )>1.42 し4･7)
であるoPCI冊 近での詳 しい実験によって,特に (AC/Cn十 】ANと(AC/Cn+)BN




TABtH) . 11 2- 1-し
TAlit0) 5･6KOe
またA相は二つに別れる【4-6図 )


















された.これ ら二種類の測定は互いに矛盾 しない結果を与えている.PCPの圧力 を
P｡〔=21･5mbar)と書 くと, P>P｡ではN相から直接B相に入 り. xは急激に減少
するa 実験で到達 されTC最低温度で x～ 0･35xnとなっていて,B相ではxが非常に′ト
さくなることを示 している (4-9図 )PJ>p｡ ではまずA相に入る.このときxは変
化せず･ TBAでB相に入ると不連続に減少する (4二一10図 ).高圧側からP｡に近づ
くに従ってT由でのとびはQに近づ くbなお･Wheatleyの未発表のデータによると














grfをかけ･これによる共鳴を琴測する t4-12図 ).通常の物質では_a- γLU が共








フ トする例 としては 3He以外の物質でもKnightシフ トや化学シフ トがあるが,いずれ
もシフ トは外部磁場に比例す る .
a7-rL,U+Aw , Aal∝LK
ところが液体 3Heの場合は全 く違 い
a･2-γ2LU2+a,…LT) (4･1(り
ここで a,otT)はLKに俵寿せず･ T≦ TANではGOZ.tT)∝TANJ r である･定量的ケLTは
yo2-(芸 ,2 -5×1010Izt小 豆 ) し4･11,
T
T<TAN ではこの式から少 しずれるが,あまり本質的な閤鴇 ではない｡ちなみにこの
シフ トの観測は, 3mK以下におけるPn読｡ranchuk冷却鞘内の異常が固体 311｡ ではな
く液体3Heに帰因するものであることを証明 した最初の実験である｡上述の実験に用い
られた最低の外部磁場は約 40Gであったが.数 日前にCornell､U)liichardsonから来
た私信によるともっと低い磁場 【- 1()("J)でヰ､t4･10虻従 うシフ トが観測 された.こ
のような低磁場では r <W｡(T)である｡従って,多分 【4･1())は -Oar)極限まで正
しいと掲われる｡ただし高儀場の時 と違 って,吸収線GLTかな りU油 があるハ今 ま で に 凋
測された最大の巾は約 2G,つまりし巾/共鳴周波数 )- ().1である｡ 同 じ私 信 に よ る
-346-
講義ノート







されている.すなわち,25erg-100prgの熟パ ルスを加えるとNMR 吸収は全 くな









ただしCl,C2はそれぞれ第二 笥二音速である｡ 液体3Heの場合 C2≪Cl と考えられ
るのでC2∝ps/βとなり, Cを測れば psが分かる.Knjimaet･al･はA,B両相で








lpsAIPsBVpsA≧ 0･1なら実験精度から見て TAB でとびが出るはずである.実験で
は PsはTABでほぼ連続であるから･とびは 1070以下であるd実験は様々な圧力で行
われたが,各圧力で規格化 した温厚スケ-/レt≡T/Tc〔P)を開いて f(t:p)≡ps/〟





















のもとでは山の分裂がはっきり見える 【4-15図 )O この分裂の大きさは加圧率の実験
で観測されたTANの分裂の大きさと一致する･
超音波の涛度 Csは正常相では零音涯の音速に一致 (ずっと高温ではふつうの流体力



























うが,多分針金に 3Heが凍 り､つ くためであろう.図に示された履歴の意味はまだよく分
かっていない 〔共存 している固体の影響かも知れない )｡到達された最低温度での値は
甲一0･0017LTc)であるo
§4.10 熱伝導度
初めて相図の全貌 し勿論 T≧2mK)を明らかにした実験である. 1｣andauの Fermi
液体理論および実験から,正常相では x∝T~1である｡ HTのグラフを書 く. P<P.
で(,エTBAでと-びが出る〔4-18図 ).
x</K>-1･5〔13気圧 ) I 2･4〔20属 圧 )
B相でOr)ふるまいは正常 し熱流Qは容器の両端の温度差 ATに比例し.履歴はない )で
あるbP>P｡では, TANで連続･ TBNでとびを示す 〔4-19度= b B相?方がA相よ
りKTが大きいことは確かだが･T<TABでほぼ一定か増大するか不明である. B相は











るまでに時間がかかる.この時間 Tの温度変化 を4-20 図に示す･ 丁を決める要因に
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